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（歴史研究班）
く東アジア関係史の研究〉
日中仏教文化交流
藤善慎澄
今年度末までの研究成果として，まず白帝社刊の
単著『隋唐時代の仏教と社会一弾圧の狭間にて―j
をあげたい。主たる狙いは仏教と政治のかかわり，
仏教受容の様態などであるが，それは常にわが国の
仏教に大きな影響を与える問題であり，留学僧の動
向を追いながら隋唐各時代の特色を眺めている。こ
れと関連したものとして，種智院大学で開催された
平安仏教学会創立十周年記念の講演「求法僧より巡
礼僧へ」がある。隋より唐初の留学僧には仏教にと
どまらず外典類はもちろん，中国文化をアトランダ
ムに摂取する姿勢が認められる。しかし高宗朝より
玄宗朝，中国文学でいう盛唐期にいたる留学倍は，
鑑真招聘に象徴されるとおり，仏教とりわけ宗派・
学派を学びとる確とした目的をもって渡航している。
それが中唐期になれば聖蹟巡礼の様相を深くするよ
うになり，武宗による廃仏事件がこれに決定的な作
用を及ぼしたこと，中国仏教の凋落だけでなく，逆
に日本仏教の成熟による自我意識のめざめがあるこ
となどを指摘した。
遣隋使ならびに初期遣唐使の往来には北路が利用
された。その場合，中国側の玄関口となったのは山
東半島であるが，登朴I.莱朴lなどに上陸した使節一
行が，どのルートを通ったか問題である。「紀要』
巻三七輯所載の「日中交流史上の泰山霊巖寺」はこ
うした視点にたち，山東の古刹霊巖寺に着目するも
の。『泊園』四三号の「遣唐使余話」も同様に日中
関係史とりわけ使節往来の行程そのほかを検討した
ものである。また国際日本文化センター研究班『公
家と武家』において「中国の仏教儀礼」を発表。ゎ
が国の戒壇に大きな影響を与えた鑑真の祖師道宣に
始まる浄業寺戒壇が，インド・西域の様式ではなく
中国の， しかも皇帝が司祭する南郊壇をモデルに創
意工夫されていた事実を指摘し，それが国家的仏教
への変容を促すものであったことを明らかにした。
出版に向けて作業を進めている入宋僧成尋の旅行
記『参天台五豪山記』の訳注は，今年度に第四• 第
五巻の訳を終わり，両巻の注とあわせー～三巻注の
補足を施してきた。残り三巻の訳注も並行して準備
中であるが，処理すべき天台山・五豪山をめぐる歴
史的背景，宋代仏教にかんする諸問題など解明せね
ばならない点は多い。これらは研究篇としてまとめ
る予定。
14-19世紀の東アジア海域の交流
松浦 章
平成15年度の成果は，清代中国と琉球との朝貢関
係を中心とする貿易を論じた『清代中国琉球貿易史
の研究』（沖縄・ 棺樹書林303頁， 10月），中国の海
洋史の視点から古代から近現代まで中国の海商と海
賊の活動について概観した『中国の海商と海賊』
（山川出版社， 90頁， 12月），そして香港で1853年か
ら4年間に刊行された『返遁貫珍』の創刊から停刊
までの全冊を影印し，内田慶市研究員，沈国威研究
員と共編著で刊行した『返週貫珍の研究』（関西大
学出版部， 720頁， 2004年 1月）がある。これに
『追渥貫珍』に掲載されたニュースを扱った「『遅邁
貫珍』の描く近代東アジア世界」を上梓した。この
他に清代中国の海外関係に関する次の論文を発表し
た。「清代福朴Iにおける帆船沿海貿易について」
（『関西大学文学論集』第53巻第 1 号， 49~90頁， 7
月），「琉球史に関する漢文史料の発掘」『がじゅま
る通信』（沖縄・棺樹書林， No.33, 10~12頁， 9
月），「清代廣州港の繁栄一日本人の廣東省漂着記録
を中心に一」（『或問』第 7 号， 15~25頁， 2004年 3
月）などがある。
平成16年度は， 1895年から1945年までの半世紀の
間に日本統治時代の台湾における船舶の航運につい
ての『日治時期憂溝海運登展史』（下鳳奎繹，台
北・博揚文化， 271頁， 7月）と，研究叢刊25の『清
代上海沙船航運業史の研究』（関西大学出版部， 565
頁， 11月）は， 17世紀から20世紀の初等まで上海を
中心に東北沿海地域などへ航行した平底型帆船の沙
船の航運活動を分析し， 19世紀末の新聞からその航
運活動に関する史料を抽出し資料編を加えた。この
他， 19世紀末20世紀初めの日本と中国との汽船定期
航路に関する「清末中国と日本間の汽船定期航路一
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明治期日本最初の海外定期航路一」（『関西大学東西
学術研究所紀要』第37輯， 15-48頁， 4月）や「朝
鮮使節の琉球通事より得た台湾鄭経・ 琉球情報」
（『南島史学』第63号， 1-13頁， 4月），「辛亥革命
前の神戸華商の経済破綻」（『関西大学文学論集』第
54巻第1号， 1-41頁， 7月），「中国資料より見た
長崎貿易」（『泊園』第43号， 7-50頁， 10月），「前
近代東アジア海域間の交流ー海洋史の視点から一」
（『第 4 回日韓• 韓日歴史家会議一「歴史研究におけ
る新たな潮流：伝統的知識の役割をめぐって」』
（財）日輯文化交流基金， 81-99頁， 10月），「明代
海外諸国の通事について」（『或問』第8号， 74-84
頁， 10月）などがある。
琉球の都市と村落に関する歴史地理学研究
高橋誠一
主として，琉球の都市と村落景観について研究し
た。その成果は『東西学術研究所紀要』第36輯に
「琉球今帰仁城周辺の集落とその移動」を報告した
ほか，既往の研究成果に八重山の集落景観を復原し
た結果を加えて，『関西大学東西学術研究所研究叢
刊23 琉球の都市と村落』（関西大学出版部）とし
て公刊した。またこれらの延長線上の研究として，
かつては琉球に属していた鹿児島県与論島と沖永良
部島を対象地域として調査しており，前者について
は『与論島琉球の原風景が残る島（仮題）』とし
て近日中に出版する予定である。また琉球における
風水思想を物語る標識である「石敢嘗」についても，
沖縄県那覇市などを対象地域として調査している。
一方，琉球研究と並行して，古代日本に関する歴
史地理学研究も進めているが，古代の宮都の一つの
紫香楽宮については「紫香楽宮と方格地割」（「地域
と古文化』所収）を報告した。この論文は紫香楽宮
の周辺地域に方格プランからなる都市計画が存在し
た可能性を探ったものである。さらに滋賀県の日野
町および秦荘町の古代歴史地理に関する研究成果は
すでに脱稿しているが，これらは両町から近日中に
『町史Jとして刊行される運びになっている。
東洋史学創生期の日中学術交流
藤田高夫
19世紀末の日本においては，近代的歴史学の一つ
のデイシプリンとして「東洋史学」が形成されよう
としていた。この「東洋史学」は「西洋史学」に対
置されるものとして構想され，対象とする地域は，
パミール以東のユーラシア大陸東半を広く想定し，
インドや西アジアをもその視野に入れうるものであ
ったが，主たる比重は中国とその隣接地域，すなわ
ち東アジア・北アジア・中央アジア及び一部東南ア
ジアに置かれていた。これは，従来の日本における
漠学と歴史学の未分化から脱し，東洋史学研究の一
分野としての中国史研究の地平を開くものであった。
本研究の課題は，かかる「東洋史学」の創生が，当
時，近代的学問体系としての中国学を自ら生み出し
つつあった中国の学術界にいかなる影響を与えたか
を考究することである。
研究対象として，まず当時の日本の学術界と深い
交流を持ち，「東洋史学」の創生者たちと交渉を持
った王国維を取り上げた。次いで王国維に多大な影
響を与え，日本の学術界との橋渡し役を務めたと思
われる藤田豊八の事績を検討した。さらにその後の
日中両国における学術の展開を概括的に跡づけるた
めに，白鳥庫吉• 桑原隙蔵らの東洋史学者，および
中国における国学形成を主導した一人である顧頷剛
の学術を追跡した。
結論として，日中両国それぞれにおける新しい学
術動向は，お互いに交わることなく，別個に展開し
ていったことが明らかとなった。これは当時の「学
術交流」のもつ限界であり，それは現在活性化して
いる日中学術交流においても，なお懸念すべき問題
として存在していることを紀要論文として発表した。
日本古代の年中行事と東アジア
西本昌弘
日本古代のさまざまな年中行事が成立するさいに，
唐を中心とする東アジア諸国の思想・文化や習俗が
どのような影響を及ぼしたのかを研究した。平成15
年度は正月 7日に行われた青馬（白馬）節会につい
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て，中国史料から窺われる新春儀礼と白馬との関係，
青馬から白馬へと表記が変わる時期，平安時代の白
馬節会の変遷などについて考察した。
平成16年度は仏教的な年中行事ではあるが，真言
密教の重要な儀礼である灌頂の受容について，空海
の入唐留学と帰国，高雄山寺における国家のための
修法，東大寺真言院の創建などを検討しながら，国
家的な修法として公認される過程を追跡した。正倉
院文書に残る灌頂の手がかりなどを分析した結果，
弘仁13年 (822) に東大寺真言院において空海が平
城上皇に灌頂を授与したことが，真言密教の灌頂が
王権内に普及する大きな契機となったことを指摘し
た。
あわせて東寺に伝わる真言五祖像の筆跡とその修
復過程について考察を加えた。真言五祖像の筆跡は
2類に分かれるが，いずれも空海筆と考えるのが通
説である。しかし，藤原冬嗣を通して真言五祖像の
修復を依頼した左大将公宛て空海書状（『高野雑筆
集』所収）を分析すると，五祖像の修復に嵯峨天皇
が関与した可能性が浮上してくる。五祖像の2類の
筆跡は空海・嵯峨両人のもので，この修復事業を通
して，真言付法の法脈における空海の正統性が公認
されたものと考えられる。この成果は本紀要38輯に
報告した。
（美術・工芸史の研究〉
明代宮廷画派と狩野派•雪舟派の絵画
山岡泰造
我国に於ける宋代文物の移入は，鎌倉時代の武家
政権が禅宗をその標識として，宋僧を招聘し建長
寺・円覚寺を創建することによって，漸く本格的と
なった。書画についても禅宗系の書画と，宮廷的・
士大夫的書画が流入し，武家・禅宗政権は，奈良・
平安時代の伝統，すなわち唐代絵画を受け入れてそ
れを日本化した倭絵に対して，新たな外来形式とし
ての唐絵を振興させようとしたのである。これ以後
の日本の書画は新たな和漢の対立を軸に展開する s
まず禅宗寺院の建築装飾として唐絵が画かれたが．
特に禅僧の住房として六室構成の方丈建築が採用さ
れると，その障壁画が唐絵の世界となった。また武
家が貴族の住居形式である寝殿造に対して，新たに
常御所・会所を中心とする生活空間を形成すると，
ここでも主として唐絵が用いられた。会所は連歌・
能楽・喫茶などの遊興の場であったが，その遊興座
敷の飾りの中心（本尊）として唐絵が用いられた。
それは我国で組み合わされた本尊・脇という関係の
三幅対・ 五幅対の唐絵で，本尊（中幅）は釈迦・観
音・布袋などであるが脇幅は山水・花鳥・墨竹・墨
梅・猿鶴• 竜虎などで，それら対幅は一つの箱に収
められ外題がかかれた。中尊にならないものは寒
山・ 拾得の双幅や，四季山水• 四季花鳥の四幅対や，
灌湘八景図の八幅対などがあった。これらの唐絵の
セットが，そのまま画師に貸し出されて，障壁画制
作の手本となるのであるが，その際，掛幅をひき延
ばして障壁画を構成する工夫が必要であった。掛幅
は宋元画が好まれたが，時代が下るにつれて宋元画
の入手が困難になり，明代の宮廷画が宋元画の代用
品となった。ところが明代は宋の写実性・合理性を
捨てて，元の士大夫画・文人画に発祥する虚構性・
恣意性の強いものとなった。禅宗の伝統を重んじる
雪舟は明代の新しい傾向を控え目に受け入れたのに
対し，町衆出身の狩野派はむしろ積極的に利用して，
障壁画における画面空間と現実空間の融合というイ
リュージョンを作り上げ，これが日本近世絵画成立
の基盤になったのである。
江戸時代の絵画と明清の絵画
中谷伸生
中国清代の画家，沈鈴，すなわち日本では沈南頻
(1682一没年不明）の名前で知られているこの画家
は，浙江省の湖州の出身と伝えられるが，また徳清
の人ともいわれる。職業画家であり，乾隆帝に仕え
た沈徳潜の一族だという。 1731年（享保16年）に長
崎にやって来て， 日本人としての唯一の弟子，熊斐
に中国絵画を教えたが，その作風を南頻派の絵画と
呼ぶ3 さらに，熊斐から，宋紫石，鶴亭，森蘭斎，
加えて，建部凌岱や諸葛監らに南頻風の絵画が伝わ
り．やがて江戸，京，大坂を中心に全国に広がった。
こうした清代の中国絵画の影響を受けた江戸の絵画
を広義に長崎派という。長崎派の絵画は，当時の実
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証主義的な博物学などとも関係して，写実あるいは
写生の絵画を隆盛させ，その影響は円山四條派，文
人画派から狩野派にまで及び，日本の近世絵画の基
軸をかたちづくったのである。
従来は，南頻派と円山派• 四條派との関係が研究
の主たる対象であったが，本研究では江戸後期の狩
野派，中でも京都の狩野派第九代狩野永岳の作品と
明清の絵画との比較研究を行った。永岳の場合，南
頻派の影響はいうに及ばず，それ以前の明清の画家，
たとえば18世紀前半に活動した衷江，そしてその子
で18世紀後半に活動した哀耀らの影響を強く受けて
いると考えられる。本研究では，伝狩野永岳の六曲
一双屏風「山水図」を採り上げ，そこに描かれた岩
山などの作風が，哀派の影響を直接に受けているこ
とを指摘した。見逃せないのは，この伝狩野永岳の
屏風の真贋であるが，画面に登場する人物の顔貌の
描写や落款印章からは，永岳筆と言い難い異なる作
風を示していることであろう。この屏風は， (1)
永岳初期の作風で，中国絵画の影響を濃厚に示すも
の。 (2)永岳ではなく，幕末明治期に永岳の贋作
として制作されたもの。 (3) もともと永岳の作品
ではなかったが，少し後の時代に永岳の落款印章が
加えられたもの。のいずれかと考えられる。
いずれにせよ，この屏風は，幕末期の日本と中国
の文化交流の足跡を示す貴重な作品である。
読本における文運東漸の問題と義士伝実録
山本 卓
都賀庭鐘『英草紙』（寛延2年刊〈1749〉）によっ
て，上方で発生したとされる「読本」という近世小
説を代表するジャンルは，山東京伝の「忠臣水滸
伝』によって後期読本の時代に入り，江戸という地
にその中心を移したとされる（いわゆる「文運東
漸」）。江戸の『忠臣水滸伝』に少し遅れて上梓され
た上方読本『絵本忠臣蔵』（前編は寛政12年〈1800〉
刊は，江戸の『忠臣水滸伝』（寛政11年刊）に対す
る対抗策とこれまでの通説では捉えられていた。前
稿では，大阪本屋仲間記録を駆使して，東西の動き
の同時性を指摘し，決して上方の江戸に対する追従
（対抗）策ではないと説いた。
平成15年度の研究では，両作とも，赤穂義士伝
（忠臣蔵）ものであることに着目して，まず，『絵本
太閤記』における義士伝実録の利用方法を探る研究
を手始めに，主たる素材源である義士伝実録写本
『赤穂精義内侍所』の表現・措辞における『太平記」
の利用を指摘し，そこから『太平記』の人物像の投
影を読みとり，その背後にあって作品を統御する論
理として伏在する『太平記』のあり様を読み解いた。
これらの研究成果は，ぺりかん社刊『江戸文学』 29
号 (2003年11月刊）に掲載された拙稿「『赤穂精義
内侍所』孜」に発表した。
平成16年度はその研究を更に遡源させて，「赤穂
精義内侍所』に至る義士伝実録の転化生長を探り，
その多様な具体相を明らかにする研究をすすめると
共に，この作の祖形ともいうべき『内侍所』につい
て精査した。それによって特に問題とすべき写本を
知り得た。新資料として十分なる吟味が必要と考え
られるので，その成果の発表には今暫くの猶予をい
ただきたいが，現在は本文の精確な読み込みと共に，
広範にして着実な精査研究を進めているところであ
る。
（文化交渉史研究班）
く思想の文化交流〉
古文書学に見る日英歴史思想の比較
—荘園裁判文書の比較一~
朝治啓三
2005年3月11日の報告「ステイン・ハンドレッド
の在地領主の相続」では，これまで積み重ねてきた
13世紀ケムブリッジシァの陪審員に関する調査研究
の延長線上で， 14あるハンドレッド（郡）のうち 3
つ目にあたるステイン・ハンドレッドの陪審員たち
について網羅的に調査した。すなわち彼らの土地保
有者としての側面，主従関係の中での位置と，彼ら
が行った国王専管訴訟における告発の特色との関係
についてみた結果，現地領主を告発することが少な
いとか，国王派の特権領主が在地社会に介入してく
る際には，さまざまな仕方で対抗した例などを示し
た。具体的にはこのハンドレッドの6つある村のう
ちストウ・クム・キー村の現地領主二人のうち，ジ
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ョン・ド・キーの現地領主権が，国王寵臣である特
権領主の手先となった別の領主によって領主権を侵
害された際に，現地の陪審はジョン・ド・キーを間
接的に援助したことを実証した。
この事件がこのように処理されたということは，
後に反乱荷担者として領地を没収されることになる，
ある現地領主の後見権がバロンの反乱開始前に，国
王の恣意的な贈与によって王の寵臣に与えられた時，
現地領主は第 1義的には相続不動産回復訴訟で相続
地を取り戻そうとし，それが国王の寵臣の妨害で不
可能になったときには，反乱派のバロンに荷担して，
国王による後見権の恣意的な贈与に，特権諸侯が助
言によって介入しうる制度 (1259年のウェストミン
スタ条款）を設立する国政改革運動に荷担すること
で，事態を打開しようとした例と判断しうることを
結論した。在地社会での国王専管訴訟は国王や寵臣
の思惑通りには運ばず，現地領主とそれを取り巻く
在地の陪審員たちの共同行動によって事実上取り仕
切られていたのである。
東南アジア・南アジアの地図思想と政治領域
野間晴雄
本研究の目的は東南アジア・南アジア諸国では18
世紀~20世紀初頭に作成された各種測量にもとづく
近代的地図作製の経緯とその社会的・政治的背景の
関連を究明することにある。そのため，地図に描か
れた内容・地物・地名などの実質面と，図式，経緯
線，凡例，三角点や地図のカバーする範囲などの形
式の両面から探ろうした。これは植民地勢力の支配
の浸透や現地での紛糾がどう地図表現に反映・表現
されているかを，地図の政治学＝‘‘ポリティック
ス”として扱うことである。分析に際しては地図作
製の経緯と調査プロセスを重視した。
研究では， 18~19世紀におけるアジア大陸内陸部
の探検が帯状のフロンティアから実測地図による近
代的国境の確定という性格に変質したことを，次の
2つの地域で論じた。①1s~19世紀英領インド。③
メコン中流域のラーオ文化圏。
とりわけ①では，レネルのベンガル，ガンジス流
域の実測地図作製，ブキャナンの広域探査とその記
録，ラムトンの一般測量・三角測量の意義，インド
測量局の成立などによって，インドとしての一体的
な領域支配がより確実になったことを論じた。②で
はムアンといわれる山間盆地の小首長領域の錯綜と，
国境確定への測量部隊が植民地支配の先遣隊となっ
た史実を対象とする。フランス人探検家ラヴィ，イ
ギリス人探検・ 測量家マッカーシーらに，シャム
（タイ）がどう関わり，自らもラーオ人のフロンテ
‘イアに進出して覇権と握ろうとしたか，また領土を
一部失いながらも独立を保時しえたかを実測地図作
製過程から考察した。
研究所での研究発表は， 1) 「帝国と地図制作 (1)
-18・19世紀英領インド（予察）一」 (2003年10月
3日）， 2)「タイ近代化の覚醒と地図整備」， 2004年
7月23日の 2回である。このほか，研究班での合宿
（恭仁山荘）で「日本における国家レベルの測量・
三角網の形成と地図制作ー帝国と地図制作 (2)一」
(2004年2月13日）を報告した。
刊行物成果としては，本紀要に掲載した「18世紀
後半英領インドにおける地図作製事業とレネルー
「帝国」と地図のポリテッィクス (1)一」以外に，
上記の②の一部を「東南アジア 近代 インドシナ
図」（長谷川孝治編『地図の思想』朝倉書店， 2005
年刊行予定）で分析した。さらに東アジア地域に関
しては，「地域をはかる」（財団法人日本化学分析学
会近畿支部編「はかってなんぽ・社会編』，丸善，
11-26頁）で，日本の近代地図測量と中国，朝鮮，
台湾，樺太，インドシナ地域などの外邦図における
三角測量の重要性を論じた。
中央アジア• 西アジアのイスラーム法思想
堀川 徹
そもそもイスラーム世界では，歴史的に，社会を
律するイスラーム法が広くいきわたり，地域差の少
ないかなり均質な社会が営まれてきたと考えられて
いる C 全世界のイスラーム教徒の90%を占めるスン
ナ派に関して言えば， 4つの法学派が正統と見なさ
れ．学派間で若干の差異は認められるものの，概ね
共通した法解釈がなされてきた。しかし，イスラー
ム法の普遍性が強調される一方で，同じ法学派に属
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していながら地域によって法の運用に違いが見られ
ることもまた事実である。
今回報告者は，中央アジアにおけるイスラーム法
運用の地域性を明らかにすべく， 19世紀末~20世紀
初頭のイスラーム法廷文書を研究対象として，それ
らの書式研究並びに内容の検討を行った。当該地域
では，こうした文書類の研究はようやく緒についた
ところであり， 2年間に十分な成果をあげることは
できなかったものの，他地域，とくに同じハナフィ
ー派を採用していたオスマン帝国領シリアとの比較
によって，イスラーム法の運用に関して，共通する
部分と中央アジアの特徴とを幾つか明らかにできた。
その一つとして，中央アジアでは「合法売買」の
名のもと，イスラーム法で禁じられている，有利子
金銭貸借が実質的には盛んに行われていたことが，
売却した不動産物件を売主が買主より即座に賃貸し，
後に不動産代金を買主に支払えば当該物件が売主の
手に戻るという「合法売買文書」が多数残されてい
ることから明らかになった（不動産の売却代金が借
金の額，不動産が抵当物件，その賃料が利息に当た
る）。しかしながら，一見すると中央アジアでは合
法的な脱法行為が横行していたかに見えるものの，
後見人による未成年者の財産保全の手段として「合
法売買」が使われていた事例が報告されており，こ
の地域におけるイスラーム化以前の法や慣習と，こ
うした法運用との関わりを探る試みとともに，更に
踏み込んだ研究が必要と考えている。
く技術の文化交流〉
地中海世界の航海技術
新谷英治
イスラーム世界，とりわけオスマン朝期の地中海
世界における文化交流は様々な局面において興味深
い問題を提起している。地中海におけるイスラーム
教徒の航海技術に注目すると，地中海世界における
時代を越えた文化交流の成果を受け継いだものに相
違ないが，彼らが有していた航海技術の具体的な様
相やそれらの技術が果たした役割は必ずしも明らか
になっていない。
本研究では， 16世紀オスマン朝の地中海航海案内
書や同時代のヨーロッパで作成された世界図，海図
などを広く渉猟• 分析することによってこの問題に
取り組み，地中海世界において展開された文化交流，
とりわけヨーロッパ文化とイスラーム文化の相互交
流の実態を航海技術の観点から実証的に明らかにし
ようと試みた。
主として分析の対象としたのは， 16世紀初頭にオ
スマン朝治下で編纂された地中海航海案内書
Kitab-i Ba加riyaであり，そのほか多様な文献と図
版資料を分析対象に加えつつ研究を行った。具体的
には， Kitab-iBal?,rりya校訂作業の一環として各種
写本の比較対照および内容分析を行い，また
Kitab-i Ba加riyaヒジュラ暦932年本系写本に基づく
日本語訳注作成作業をすすめた。さらに，イスラー
ム世界やヨーロッパにおける各種の海図や世界図の
収集を行い，分析を進めた。
なお，関連する研究として，「イスラーム世界と
しての地中海世界」のテーマのもとで2003年度，
2004年度の 2箇年に亙って文部科学省科学研究費補
助金を受け，地中海世界において航海技術をはじめ
とするイスラーム文化がいかなる展開を見せ，また
どのような役割を果たしたかを考察した（科学研究
費補助金による研究は2005年度も継続の予定）。
これらの研究の成果の一部は，「西アジア，イス
ラーム，そして「イラク」」，『ノモス』，第15号，関
西大学法学研究所 (2004年12月）および「『キター
ブ・バフリエ』に見えるポルトガルのインド航路開
拓」（東西学術研究所研究例会口頭発表 2005年3
月）において報告されている。
太平洋地域の農耕技術と文化
橋本征治
オセアニアと南西諸島における根栽農耕文化の拡
散過程の解明に専心した13~14年度の研究（その成
果は「海を渡ったタロイモーオセアニア・南西諸島
の農耕文化論一』と題して公表）を承けて， 15~16
年度の研究課題を「太平洋地域の農耕技術と文化」
と設定し，根栽農耕文化の起源地と目される東南ア
ジアと南西諸島を結ぶ文化伝播過程の解明に資する
ために南西諸島一台湾一フィリピンを結ぶ「海の
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道」の解明に取り組んだ。
平成15年度は，研究枠組みの再構築を行うととも
に南西諸島の側からの研究に取り組み，その成果を
文化交渉史研究班研究会（平成15年9月14-15日，
同16年2月27-28日）で発表した。そして，平成16
年4月には「日本の先史文化と周辺地域一南方の視
点から一」（関西大学東西学術研究所紀要第37輯）
を公表し，日本の先史文化の展開を西太平洋地域に
おける諸文化との関連においてとらえ，その文化複
合性を解き明かし，さらに「南方の視点」から南の
文化，特に根栽農耕文化との関連性に言及した。
平成16年3月7-17日に台湾調査を実施した。台
北の中央研究院民族学研究所にて史資料収集と研究
者との意見交換を行い，また台東県では蘭嶼島の実
地調査と史資料収集，花蓮県では各機関からの情報
収集と図書館等での史資料収集を行った。その成果
の一部を，平成16年7月23日の東西研の研究例会に
て「台湾先住（「原住」）民族と基層的農耕文化―現
地調査から一」と題して報告した。さらに，文化交
渉史研究班研究会（平成17年 1月27-28日）で，
「台湾先住（「原住」）民族と基層的農耕文化ー3月
調査に向けて一」と題して， 3月に実施する台湾調
査の狙いとその実施プランを発表した。その具体化
として， 3月16日-29日にかけて， 2週間の予定で
台北では中央研究院• 国立中央図書館台湾分館，花
蓮• 台東・高雄で現地調査と史資料収集，台中の国
史館台湾文献館等で文献収集などを行う。
なお，平成17年 2月19日に，奈良地理学会にて
「海を渡ったタロイモーフィリピン・台湾• 南西諸
島一」と題して講演した。
（異文化受容研究班）
〈近代文学における異文化受容の研究〉
中国新文学におけるキリスト教
萩野脩二
中国現代文学史上の作家についての研究において，
キリスト教の影響についての研究は，タブーであっ
た。近年やっとキリスト教についての言及が許され
るようになり，その方面の研究がにわかに多くなっ
ている。そこで， 20世紀を通じて創作活動をし続け
た謝泳心 (1900~1999) という女流作家の作品を通
じて，現代中国におけるキリスト教の影響を考察し
てみようとしているが，まず，彼女がどういう経歴
でキリスト教と関係をもったかについて，考察して
いる。
謝泳心は，父親が清朝の海軍学校の校長であった
関係から，煙台に暮らしており，小学校教育を受け
ていない。 12歳の時，辛亥革命が起き，中華民国に
なったが，その時故郷の福建に一時戻り，福州女子
師範予科に入った。これはミッションスクールであ
った。この時なぜミッションスクールに入学させら
れたのか，考察すべき問題として残っている。彼女
は14歳の時，父親とともに北京に出て，貝満女子中
学 (BridgmanAcademy) というミッションスクール
に入った。貝満女子中学は， 1864年にエリザ・ブリ
ッジマン (ElizaJ. Bridgman)夫人が家のない女の
子のために開いた塾であった。彼女の夫である E.
C. ブリッジマン (ElijahColeman Bridgman。1801
-1861。中国名，神治文）は，公理会 (American
Board of Commissioners for Foreign Missions)の最
初の宣教師として1829年9月に広朴Iに来たのであっ
た。謝泳心は1918年にその貝満中学を卒業し，華北
協和女子大学(NorthChina Union College for Women) 
の理化予科に進学した。 1920年3月に協和女子大学
が燕京大学と合併され，燕大女校となったが，彼女
はこの時，文科に変わっている。このように一貫し
てミッションスクールで学んだことは，やはり家族
のキリスト教との関係にもう少し注意を払うべきだ
と考えている。母親（楊福慈。 1870-1930)の影響
や楊家の関係，たとえば伯父・楊子敬がキリスト教
徒であったことなど，今後まだ調査すべきことは多
い。燕京大学で謝沐心は洗礼を受けたということで
あるが，それは学長のJ.L. スチュアート (John
Leighton Stuart。1876-1962)の影響が大きいであ
ろう。スチュアートとの関係も現在考察を進めてい
る。
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ラモン・ゴメス・デ・ラ・セルナの
『グレゲリーア』研究
平田 渡
わが国では，これまでに堀口大學訳で『乳房』と
いう作品だけしか紹介されていない，スペインの異
オラモン・ゴメス・デ・ラ・セルナ (1888マドリ
ード ~1963 ブエノスアイレス）による代表作のひ
とつ『グレゲリーア』の翻訳と作品研究をおこなっ
た。
15年度は，「グレゲリーア抄」と題してこの短詩
形の文学を430篇ほど翻訳し，紀要に発表した。本
邦初訳だったので「訳者まえがき」というかたちで
主に作品について解説をほどこした。作者について
は，すでに同じ紀要に「略伝」として掲載したこと
があるため割愛した。
16年度は， 10月29日に「グレゲリーア新抄につい
て」という題で研究例会の発表者をつとめた。これ
は，前年度以降に選んだ200篇あまりの翻訳を紹介
しつつ，そこに見られる特徴を取りあげたものであ
る。
西洋人の旅行者が描いた19世紀の日本
マーク・メリ
19世紀後半に来日した旅行者の中で，その経験に
ついて書物を著したものが非常に多かった。その書
物の中で， 日本はどのように描かれたかという問題
について調べてきた。
研究するうちに，この問題が普通に「日本文化
論」的な立場から研究されているということについ
て色々考察するようになった。私も元々その意味で
このテーマに興味を持った。
しかし， 日本文化論的な立場にはいくつかの問題
がある。まず，その狭さだ。世界的なレベルの旅行
文学の立場から見ると日本文化の旅行者による受容
は，意見するほど独特ではなくなるし，ヨーロッパ
とTheOrientとの交流の一部というふうになる。
その意味で，私は「旅行文学の中の日本」という狭
いテーマを考えながら，旅行文学の一般的な歴史や
シオリも研究するようになった。
く写本の比較研究〉
中国近世白話資料としての写本の位置
井上泰山
平成15・16年度の個別研究課題は「中国近世白話
資料としての写本の位置」であり，当面のねらいは，
明代以降に書き写された白話文学の資料を見直し，
従来刊本中心に進められてきた研究に新たな視点を
導入することであった。まず平成15年度には，明代
に抄写された所謂「三国劇」の複数の台本を採り上
げ，ほぼ同時代に刊行された刊本をも視野に入れつ
つ，明代嘉靖年問に刊行された小説『三国志演義」
との比較研究を行なった。その結果，小説の中には
取り入れられなかった多くのプロットの存在を確認
することができ，演劇と小説の交流の状況を具体的
に明らかにすることができた。成果は平成15年3月
12日，研究例会の席上で「三国物語の変遷」と題し
て発表した。続いて16年度には，調査の対象を明代
後期に刊行された短篇小説集『六十家小説』にまで
広げ，そこに収められた作品「死体を取り違える
話」や「曹伯明誤って盗品を拾う」など，幾つかの
重要な作品について，その構成や登場人物の形象の
あり方を細かく検討し，明代に大いに流行した「風
流文学」との関連について考察した。成果は平成17
年1月14日，研究例会の場において「宋代話本と風
流文学」と題して口頭で発表した。後者に関しては，
成果の」部をまとめ，「闇に消えゆく人々」という
タイトルの下に，『関西大学文学論集』に掲載すべ
く目下最終校正を行っている段階である。また，上
記の一連の研究と併行する形で，これまでに国内外
の学会誌や紀要などに発表した論文や解題・書評の
類を総合し，新たな資料をも追加し，平成16年12月，
関西大学出版部より『中国近世戯曲小説論集』と題
する論文集を刊行した。そこに収めた25篇の論考は，
いずれも主として宋代から明代にかけて刊行された
小説や戯曲を研究対象としたものであり，その一部
は中国の著名な学会誌にも翻訳が掲載され，既に一
定の評価を得ている。
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中世英国の言語事情とAncreneWisse写本
和田葉子
Ancrene Wisseの写本が英語，フランス語，ラテ
ン語によって筆写された中世のイギリスにおける言
語事情を調査し， 13-14世紀において英語とフラン
ス語で書くことの意義を考察した。イギリス・大英
図書館及びケンブリッジ大学図書館において科研に
よる調査研究を行った。
研究の特色として，中世英文学の研究は従来，編
纂されたテキストを文学という観点からのみ扱って
いたが， (1)複数の写本に収録されているテキスト
の異同の比較を行い， (2)社会背景を調査するなど
歴史的なアプローチを取り入れた。さらに (3)英
語による作品だけでなく，中世文学における英語，
フランス語，ラテン語で書くそれぞれの意義を考察
した。このように，中世の英文学を多角的に研究す
ることで，作品がどのような読者層に読まれたのか
を推測することができ，テキストに対する理解もよ
り深まる。
研究成果は次のように出版，刊行し発表した。
A Companion to Ancrene Wisse ed. by Yoko Wada 
(D.S. Brewer, 2003);'What is Ancrene Wisse?', A 
Companion to Ancrene Wisse, pp. 1-28; Peregri— 
nator: Essays on Literature in English to Cele-
brate the Seventieth Birthday of Professor Akira 
Yasukawa ed. by Yoko Wada (Shohakusha 2004); 
、AnEnglishman saved by Piers of Bermingham?', 
Peregrinator: Essays on Literature in English to 
Celebrate the Seventieth Birthday of Professor 
Akira Yasukawa, pp. 222-230; The Low Countries・ 
a Crossroads in the Middle Ages and Renais-
sance, ed. by Yoko Wada (Kansai University Press, 
2004);、Anold song in a new vessel: "The Flemish 
Insurrection" among "The Harley Lyrics"', The Lou・ 
Countries: a Crossroads in the Middle Ages and 
Renaissance, pp. 25-39;'Seven Sins'and Indul-
gences Restored: Towards a Reconstruction of 
British Library MS Harley 913', The Medieval Book 
and a Modern Collector, edd by T. Matsuda, R..¥. 
Linenthal, and John Scahill (D.S. Brewer, 2004). pp. 
53-60; 「魔女の手に渡ったAncreneWisse: London, 
British Library, MS. Cotton Vitellius F叫東西学術
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く西学東漸と言語接触の研究〉
近代ョーロッパ人の中国語研究の基礎的研究
内田慶市
近代における「西学東漸」と言語文化接触に関す
る研究を継続して進めているが，その具体的な成果
としては，以下のような論文を発表した。
「最近目にした「西学東漸」と言語文化接触に関す
る書物」『平成14年度~15年度科学研究費補助金
（基盤研究 (B)(2))研究成果報告書』， 15-32
(2004) 
「『紅毛通用番話』と『小核月報』について一併せて
最近目にした幾つかの新資料」『平成14年度~15
年度科学研究費補助金（基盤研究 (B)(2))研究
成果報告書』， 33-40(2004) 
「「自転車」という語一漢訳洋書等の文献において」
『平成14年度~15年度科学研究費補助金（基盤研
究 (B)(2))研究成果報告書』， 41-46(2004) 
「『登濠篇』影印本文•総語彙索引」『平成14年度～
15年度科学研究費補助金（墓盤研究 (B)(2))研
究成果報告書』， 47-80(2004) 
『返遡貫珍の研究』，松浦章，内田慶市，沈国威，
（共著），関西大学出版部，全721頁 (2004)
「近代西人的漢語語法研究」『語言接触論集』上海教
育出版社， 258-272(2004) 
「近代欧米人の中国語語法研究と品詞名称の変遷初
探」『関西大学中国文学会紀要』，第24号， 43-52
(2004) 
なお，国際シンポジュームでも以下のような口頭
発表を行った。
「馬氏文通』以前の中国人の文法研究一畢華珍の
「術緒草堂筆記』の品詞分類
（世界漢語教育史国際学術研討会， 2004.7. 2 -
7. 4, マカオ理工学院）
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漢字文化圏における新概念の共有と
語彙化の研究
沈 国威
近代西洋の新知識が如何に漢字文化圏の国と地域
に伝来し，漢字語の形で共有化していく過程を追い
続ける一年である。大福帳風に記しておこう。
まず 1月に松浦研究員，内田研究員との共著：
『返邁貫珍の研究』が関西大学出版部より出版され
た。『返遁貫珍』は1853~1856年の間に刊行された
中国語の定期刊行物で，貴重な資料が多く含まれて
いる。共著書に同誌の全誌影印を付しており，研究
の深化が期待される。
2月10日に京都日文研主催のシンポジウム：近代
日中における漠語概念の往還に参加し，「西洋新概
念の語彙化——ロブシャイトの役割について」を題
して研究発表を行った。西洋の新しい概念が1つの
漢字語に凝縮され，漢字文化圏の共通タームになる
過程において，宣教師個人の役割を分析している内
容である。
3 月 13 日 ~14 日に，関西大学で第 4 回漢字文化圏
近代語研究会主催の国際シンポジウムが開かれた。
中国，韓国，台湾から100以上の研究者が参加した。
筆者は，コメンテータとして，討論に加わった。
3月末に刊行された『或問』第7号に中国科学院
自然科学史研究所の王揚宗氏との共同執筆論文
「『貿易通志』について」 (111-118頁）を発表した。
『貿易通志』は，宣教師ギュツラフによる書物だが，
全容が意外に知られていない。本論文は，同書と
『海国図志』の関係について考察した。
6 月 30 日 ~7 月 5 日，澳門理工学院で開催された
世界漢語教育史学会成立大会に参加し，研究発表
「理雅各的『智環啓蒙塾課初歩』 (1856)輿早期英語
漢語教育」を行った。
10月に刊行された『或問』第8号に「開於古城貞
吉的《渇上錯夏録》」 (155-160頁），「1819年的雨本
西方地理書」 (161-166頁）を投稿した。
11 月 23 日 ~30 日，台湾中央研究院主催の国際シン
ポジウム：近代中国的知識建構1600-1949に参加し，
研究発表「近代西方新概念的詞彙化—以「陪審」
為例」を行った。
2005年は，テクスト• 新概念• 新語という角度か
ら，『日本国志』を分析する予定である。
明末における西欧宇宙論の導入とその影響
橋本敬造
今年度は，主として明末における西方からの宇宙
論の導入のあり方を調査してきた。この時期にはヨ
ーロッパからの天文学の体系が導入され，とりわけ
テイコ＝ブラヘの世界体系に基づく天文学の体系が
採用され，その前提になる自然学，天文学，数学が
大量に導入されたという事情があったから，その自
然哲学的根拠を明確にしておく必要が改めて生じた
からである。そのための文献調査を実施しているな
かで，ガリレオの宇宙論を巡る断罪の背景が中国に
おける翻訳文献に見えるというような発見もなされ
た。
マテオ＝リッチによる『乾坤罷義』 (1604年）と
フルタードによる『褒有詮』 (1628年）という，中
国に紹介されたアリストテレス的宇宙観を論じた2
つの論著を調べることによって，導入された四元素
説の位置や，とりわけ後者の謁著が本格的なヨーロ
ッパ天文学の導入の開始に当たって示した前提とな
る宇宙観を巡って宣教師の間に考え方の廣がりがあ
ったことを明確にできるのである。古来のアリスト
テレス的宇宙観，すなわち従来からの地球中心説は，
新たに北京において公式的に採用されつつあったテ
イコの世界陸系とは異なるものであった。しかし，
宣教師らが深く関わっていたことから，こうした一
見矛盾する動きがコペルニクス説の擁護に努力した
ガリレオと宇宙説の解繹をめぐって，ローマの法王
麗においても統一見解が形成されていく過程があっ
たことが，図らずもわかってくるのである。 1629年
に北京で始まった『崇禎暦書』の編纂事業は，宇宙
観の選択幅の存在が許された短い間に起こったもの
であり，それはローマにおけるガリレオ晰罪 (1632
年）の寸前に開始されたものなのである。
本年度は，昨年度までの原資料の収集を受けて，
文献講読とその解釈を開始することに集中した。そ
れが博汎際，すなわちFranciscoFurtado, S.J. (1587 
-1653, ポルトガル生まれのイエズス會士）による
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『褒有詮』 (1628) を調査するという困難な事業であ
った。この資料はフランス国立図書館にしか現存し
ないから，収集に始まるこの文献の扱いには多くの
困難が伴った。まだ出発点にすぎないから，マテオ
＝リッチ (1552-1610,漢名は利甥資）の「乾坤怜
義』 (1604年）との比較研究によって解釈を進めつ
つあり，そうした作業の初歩的な結果が上記の成果
ということになる。
近代ヨーロッパ人宣教師の言語戦略
鈴木広光
19世紀に来華したプロテスタント宣教師たちが身
を置いた異文化接触の場において，最も核心的であ
った言語をめぐる問題のうち，特に印刷と翻訳をテ
ーマに研究を行なった。
(1)中国プロテスタント伝道の特色であった「文
書伝道」において重要な役割を果たした活版印刷術
の導入と明朝体活字の製作について，異言語接触と
いう観点からみたその意義を考察した。その結果，
宜教師ら西欧人による明朝体活字開発においては，
彼らが漢字という文字の総体の中に如何にして組織
性・体系性を見出し，各々の文字を単位化していく
かが最重要課題であった，ということが明らかにな
った。研究成果を以下の二編の論文にまとめ，発表
した。「漢字鋳造活字の開発と日本への伝播」（『日
本の近代活字 本木昌造とその周辺』近代印刷活字
文化保存会，平成15年），「漢字活字から読む西洋」
（『活字文明開化 本木昌造が築いた近代』印刷刷博
物館），平成15年）。
(2)翻訳の問題については，聖書中国語訳史に有
名な神と霊の翻訳をめぐる論争，所謂「用語問題」
をテーマに選び，通説の再検討を行なった。この論
争はこれまで「上帝」を主張する英国系宣教師と
「神」を主張する米国系宣教師との対立という図式
から言及されるだけであった。しかし，これまで使
用されることのなかった重要な史料までも視野に入
れて論争の経緯を詳細に検討した結果，対立の真相
が単に訳語に何を用いるのかだけでな<, 中国宗
教・思想に対するスタンスの違いとそれに基づく原
語解釈および翻訳観の相違にあったことが明らかに
なった。研究の経過報告を平成15年7月18日（金）
開催の言語研究班研究例会「中国における聖書翻
訳」で「聖書中国語訳におけるTermquesution」と
題して報告し，成果を論文「神の翻訳史」（『国語国
文J京都大学国語国文学研究室編，平成17年2月
号）と題して発表した。
『令集解』の助字
奥村郁三
平成15年は『膵允升唐明律合編稿本』上下2冊
が上梓される運びになったため，前半は詰めの作業
に時間を要した。この稿本は本学「内藤文庫」に所
蔵される世界的な稀艘書である。その価値について
は上冊巻頭の「序並びに解説」述べたところであり，
また東西学術研究所所報77(平成15年10月）に筆者
の学術上の構えを記した。苦心の存したところは幾
つもあるが，法史学上の膵允升の大著作の位置づけ
がある。清律の体系は明律を踏襲したものであるが，
膵氏は清末の大官僚であるにも拘わらず明律を批判
し（清律を批判していることになる），唐律を称揚
している点にある。何故か。法体系の異なる唐律と
の比較で膵氏が問題にしたのは結局理論上の整合性
であった。中国の清末は，欧米の法や日本の法を吸
収しようとしていたのだが，この時期に法の理論上
の問題を提起している意味は，実に大きなものがあ
る。
ついで平成16年に掛けて「令集解』の助字に移る。
『令集解』は既に東西学術研究所刊で『令集解官位
令職員令語句索引』『令集解所引漢籍備考』の 2冊
を上梓したが，何れも基本書，基本研究である。
「令集解』が難読であることは常々論じているとこ
ろであるが，難読の一つに頻用される助字の難しさ
がある。特にこの書は，現実には中国研究者より日
本古代の研究者が取り扱う事が多い。また，訓読し
てみても意味が通りにくいことが多い。それが多く
助字の意味の取り扱いにあるように見受けられる。
調べようとしても助字はそう簡単には意味がとれな
ぃC 日本研究者はなおさらである。そこで，いくら
かでも解読上の負担を軽減することの必要性が痛感
される。そのため，『令集解』全編から助字を拾い
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上げ，有効と思われる劉洪『助字弁略』，装学海
『古書虚字集釈』及び伊藤東涯『操触字訣』始め江
戸時代の文法書25種を含んだ『漢語文典叢書』など
の採用助字を逐一対照して，難読の助字の意味を調
べる便宜を図ることにした。何時か誰かがやらねば
ならない基礎工具書になろう。
（神秘主義研究班）
く『大乗起信論』と法蔵教学の研究〉
『義記』に於ける法蔵の華厳思想の哲学的究明
井上克人
1)共同研究の定例読書会にて，法蔵の『大乗起信
論義記』を各種古註釈本を参照しながら解読およ
び新たな注釈，現代語訳の作業に参加した。
2)当研究班における法蔵の研究を「科研」にも反
映させ，「性起と縁起」というテーマで，華厳教
学および唯識思想との対比を試みながら，かつそ
れを西洋哲学の存在論を踏まえ，比較思想的に究
明した。
3)起信論にみる「体用の論理」を東洋的思考様式
の源泉とみなし，それを西田哲学の場所的論理を
解明する糸口として捉え，それを哲学系の各学会
で講演および論文掲載した。
4)明治中期，東京大学で仏教哲学者原坦山が『起
信論』を講義したことで，明治期の哲学思想，と
くに井上哲次郎や三宅雪嶺などの「現象即実在
論」に与えた影響は大きい。そうした意味で当時
近代化が進むなかで，仏教の基本テクストである
『起信論』がどのように解読されていたかを明治
期のアカデミー哲学の系譜をたどるかたちで究明
するという今後の研究課題を発見した。
以上，総じて個人としての研究は，いわゆるテクス
トの文献学的研究， もしくは書誌学的研究というよ
りは，テクストに盛り込まれた思想内容に肉薄し，
それを哲学的・比較思想的に考察することによって，
法蔵自身が立脚していた思想的立場を究明すること
に主眼を置いた。
大乗起信論義記と中国思想
吾妻重二
平成15年度-16年度も前期に引き続いて『大乗起
信論義記』の訳注作成作業に参加し，仏教およびそ
こに含まれるインド的思惟と中国思想の関係につい
て実証的研究を行った。その成果は『大乗起信論義
記』研究（五）として当研究所紀要第38輯に掲載し
ている。
個人的研究としては，仏教と中国思想・儒教の交
渉をめぐって諸方面から考察を加えた。主な活動お
よび成果としては，まず2003年4月から 7月まで，
武漢大学人文学院院長の郭斉勇教授を当研究所招聘
研究員として受け入れ，共同研究をおこなった。 5
月23日，研究例会において「熊十力とi馬友蘭」を口
頭発表し，郭教授には続く特別講演会で「中国現代
哲学と新儒家の論理」を発表していただいた（通訳
は本学博士課程の山田明広氏）。その概要は当研究
所々報第77号に掲載してある。さらに郭教授の論文
を当研究所紀要第37輯に「熊十力の唯識仏教批判」
として翻訳，掲載した。また，熊十力『新唯識論』
を本研究所の訳注シリーズ 9として本学出版部から
刊行した。これは難解をもって知られる同書を初め
て外国語訳するとともに，詳細な訳注と解説，およ
びテキスト対照表，索引を付したもので，中国近代
における仏教思想および哲学の様相の解明に寄与す
る成果である。
平成16年度には，「朱煮の鬼神論と気の論理」
（『中国思想における身体・自然• 信仰―坂出 伸
先生退休記念論集』，東方書店），「民国期中国にお
ける「哲学」と「玄学」ー~熊十力哲学の射程」
（『中国一社会と文化』第19号，東京大学），「道明寺
天満宮「釈霙」参列の記」（『泊園』第43号）などを
発表するほか， 9月16日-18日，本学百周年記念会
館における国際シンポジウム「東アジア世界と儒
教」の開催側責任者として運営にあたった。これは
本学文学部主催，国立台湾大学東亜文明研究中心協
賛の学会であり，全国から数多くの参加者を得た。
また，シンポジウムでは「近世儒教の祭祀儀礼と木
主・位牌—朱煮『家礼』の一展開」を口頭発表し，
さらに予稿集『国際シンポジウム東アジア世界と
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儒教」を編集した。
9月には日本学術振興会出版助成費を得て「朱子
学の新研究』を創文社から刊行した。これは博士論
文（早稲田大学）に改訂をほどこしたものである。
さらに2005年1月14日，文学部招聘研究者として来
学中の台湾・ 中央研究院歴史語言研究所所長，王汎
森教授による東西研特別講演会「章学誠の新評価」
をコーデイネイトした（通訳は本学非常勤講師の井
澤耕一氏）。
法蔵の華厳思想に於ける哲学的論理の探求
三村尚彦
神秘主義研究班は総合研究課題として大乗起信論
『義記』と法蔵教学の研究に取り組んできた。その
なかで個別研究題目として，わたしは大乗起信論に
おいて展開されている哲学的思惟と西洋現代哲学，
特に現象学との比較研究を行ってきた。ここ数年，
フッサール現象学の研究者によって唯識思想をはじ
めとした仏教哲学との比較思想研究が学術誌の特集
などで発表されてきている。そうした先行研究をふ
まえながら，フッサール現象学と大乗起信論とに共
通する哲学的思索の論理様式として，わたしは「弁
証法」という概念に注目した。
平成16年5月28日の研究例会では，大乗起信論で
「真如そのもの」が概念的かつ言語的把握を絶えず
逃れていくという性格をもちながら論究されていく
部分に弁証法の論理を見出し，それをフッサール現
象学の「生き生きとした現在」の議論や，超越論的
主観性の受動的分析において語られる「根源的混交
としての弁証法」的契機と対比することで，比較研
究に対する有効な視点の可能性を考察した。
例会での研究報告からさらに考察を深め，紀要38
号掲載の論文では，ジャック・デリダのフッサール
解釈を手がかりとして，フッサール現象学における
弁証法的な哲学論理に実践と通底する射程を見出す
ことを試みた。そのような理論と実践の結びつきが
弁証法という否定的な相互規定によって描きだされ
ることを根拠に以下のような結論をもって，さらな
る比較思想研究のための視座を示すことができたの
ではないかと考えている。すなわち，理論的言説が
それ自身を無効に帰するような地点まで自らを追い
込むことによってかいま見られる次元でこそ，信心
の実践を呼び起こす価値のあり方が真に問われると
いうことである。本研究を通じてさらに見出された
課題としては，現象学における具体的な知覚意識分
析の論述が，唯識思想が主張する対象知の思索と多
くの共有点をもっているといった指摘などに対する
具体的な比較研究へつなげていくことである。
インド中観思想と『起信論」
丹治昭義
『明らかなことば』 (Prasannapada)はナーガー
ルジェナ（龍樹）の『中論』の注釈書の中で最後に
書かれた最も重要なものであり，サンスクリットで
現存している唯一の注釈書である。サンスクリット
で残されていることが，それが重要な注釈書である
ことの証左であることは改めて言うまでもないであ
ろう。
しかし，その写本の保存が良くないし，決して安
定しているものではない。写本として伝えられてい
た時期に不用意に改剛されたり，誤まって窟入され
た箇所や脱落したと考えられる部分が多い。そうい
うテキストの一字一句をチベット訳などを用いて文
献学的に厳密に検討して，この注釈書の著者自身の
著述と考えられる部分を選び出し，それを訳出する
と共に，その理由や思想的な意味を注記することに
努めた。
この作業は困難を極めたが，従来漠然と訳し，解
釈されてきたこの論書の解釈や理論を否定し，抜本
的に修正する多くの発見を，単に思想上の問題だけ
でな<'思想史の上でもなすことができた。その成
果は訳注シリーズに刊行することになっている。
この研究と共に，共同研究として，『大乗起信論
義記」の研究を行った。今年度は同論の「解釈分」
の中の「真如門」を中心に，『義記』以前の三本の
注釈書の所説との異同を詳細に比較検討した。特に
その中の「尚言真如」の段が説く，真実在と言葉の
関係や，「言に因って言を遺る」といった，仏教の
根本テーゼである沈黙と教説の同事・同時性につい
ての「義記」の理解の特色を明らかにすることがで
研究員の研究概要
きた。
研究は「斑言真如」だけでなく，「依言真如」を
も検討し，「如実空」や「如実不空」のもつ思想上
の意味や思想史上の位置について明らかにすること
ができたが，今回の紀要に掲載するまでに整理する
ことはできなかった。
中国仏教思想史における法蔵教学の意義
船山 徹
本研究は「中国仏教思想史における法蔵教学の意
義」と題し，法蔵撰『大乗起信論義記』に展開され
る彼の教理学と，その理論形成の背後にある六朝隋
唐初の仏教諸理論との比較検討を行なった。報告者
が特に意を注いだのは法蔵のもちいる術語の成り立
ちであった。すなわち，『義記』に使用される個々
の術語が法蔵独自のものか，それとも先行する時代
の術語規定を踏襲したものかという点であり，この
点にとくに留意しながら『大乗起信論義記』の背後
にある思想史的発展に目を向け，それによって，中
国仏教思想史において法蔵が果たした教理学上の意
義を検討することにつとめた。
さらに，法蔵の注釈対象であった『大乗起信論』
の訳者と伝えられる真諦三蔵については，もうひと
つ別な角度からの検討を行なった。すなわち，真諦
が自らの言葉で弟子たちに残した経論注釈の断片
（その殆どは現存せず，後代の引用断片を通じて知
る以外に方法がない）を蒐集し，丁寧に分析するこ
とによって，真諦自身の思想ならびに用語法上の特
徴の解明に新たな光をあてた。その結果は「真諦三
蔵の著作の特徴—中印文化交渉の例として」と題
する論文にまとめた通りであるから敢えて繰り返す
ことはしない。今はただ，同論文において指摘した
真諦の文章表現（言い回し）や着目点などに関する
特徴が，今後，『大乗起信論』を端的な例とする真
諦作かどうかが問題となる諸著作について，著者問
題，すなわち「果たして本当に真諦のものかどう
か？」を考える際に，一つの有効な視座を提供する
可能性が大きいことを指摘しておきたい。
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